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った。 XMg と ν2 の波数の聞に相関関係が見受けられなかったのは，天然の鉱物と合成
した鉱物との結晶化の速度の違いなどが影響しているものと考えられる。天然試料を
用いて求められた V 4-X.Y'g の検量線(Böttcher et al., 1992)と本研究で得られた検量線で
はその傾きに差が見られ，天然試料における不純物σe2+， Mn2+, Nぶなど)が検量線に与
える影響を確認できた。検量隷作成に使用した試料の組成範囲はんs孟0.17 であった
が.天然の拡物の殆どはX崎く0.20 であるため，地球化学分野の範囲内であれば問題
なく利用できる。
2. CaC03・MnC03 固溶体の合成と分析:任意の濃度の CaC}z-MnCh水溶液に C02 の通
気を行い，アンモニア水を加え白濁させた後.ろ紙(l種)でろ過し，静置して白色の
CaC03・MnC03 固溶体結晶を晶出させた。ここでは，中井(2011)よりも母液中の col・
過度を低くし，結晶の成長速度を低下させたことで，不純物と結晶の粒径の差による
ろ別を可能にし，試料から褐色の副生成物を除いている。中井ρ011)においては 0.2
くx:怖く0.7 の試料は多数のピークが重なったものが現れていたが，本実験で得られた
試料のほぼ全てが肩のない鋭いピークを示し，単一の組成の結晶からなる試料である
ことが確認できた。これは，結晶の成長速度を低下させたことで，その環境下で最も
優位な組成の結晶のみが成長したためであると考えられる。試料の赤外分光分析を行
い， ν2・ h と XMn についてそれぞれプロットしたところ， ν2 においては曲線的な相
関関係.ν4 においてはリニアな相関関係が得られた。しかし，先行研究制では ν2
においてはリニアな相関関係， ν4 においては曲線的な相関関係が得られており.ど
ちらも本研究の結果とは異なっている(図 2)。中井(2011)においては， XMn が 0.2 から
0.7 の試料は複数の組成が混ざっており，ん'n 726 
が 0.5に近いほど副生成物が多くなり.本来 724 
のピーク位置からのずれが大きくなっている。
そのため，Xj抽が 0.5 程度の試料を中心に，副
生成物の干渉によって全体的に組成が低 XMn
側にシフトしていると考えられる。 Böttcheret 
al. (1992)でも中井 (2011)と同様の関係が得ら
れており，こちらも同様の不純物の干渉を受
けているために本研究との差異が生じたと考
えられる。組成 XMn と ν4 の波数との相関関係
から得られた検量線はリニアで.かつ ν2 のも
のに比べぱらつきが小さく， CaC03-MnC03 
固溶体の組成分析において有用である。
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図 2 CaC~-MnCOl固溶体における
丸よ刊の相関関係
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